
イスラム教の安息日の金曜日。ビーチ
はカラフルに彩られている。数年前に
は想像できない光景だ（2013年）

ず
、
無
政
府
状
態
と
な
っ
て
泥
沼
の
内
戦

へ
と
突
入
し
て
い
っ
た
。

　
2
0
0
2
年
、
9
・
11
テ
ロ
の
首
謀
者

と
さ
れ
る
ウ
サ
マ
・
ビ
ン
・
ラ
ー
デ
ィ
ン

が
潜
伏
し
て
い
る
と
の
噂
を
追
い
、
初
め

て
足
を
踏
み
入
れ
た
ソ
マ
リ
ア
は
内
戦
真

っ
た
だ
中
。
想
像
を
超
え
る
カ
オ
ス
だ
っ

た
。
目
に
映
る
全
て
の
建
物
に
銃
弾
や
砲

弾
の
跡
が
残
り
、
大
砲
を
取
り
付
け
た
武

装
車
両
が
そ
れ
ぞ
れ
の
氏
族
の
民
兵
を
乗

せ
、
猛
ス
ピ
ー
ド
で
走
り
回
っ
て
い
た
の

だ
。

　
間
断
な
く
空
に
響
く
乾
い
た
銃
声
。
そ

こ
は
ま
る
で
戦
国
時
代
|
。
21
世
紀
に
こ

ん
な
国
が
存
在
し
て
い
る
の
が
驚
き
だ
っ

た
。

　
そ
の
後
も
対
立
の
図
式
を
変
化
さ
せ
な

が
ら
も
紛
争
は
続
い
た
が
、2
0
1
2
年
、

つ
い
に
念
願
の
中
央
政
府
が
誕
生
し
た
。

よ
み
が
え
り
、
私
は
目
の
前
の
光
景
が
現

実
だ
と
簡
単
に
は
信
じ
ら
れ
な
か
っ
た
。

　
１
９
６
０
年
に
独
立
を
果
た
し
た
ソ
マ

リ
ア
。
し
か
し
国
民
は「
ソ
マ
リ
ア
国
民
」

で
あ
る
こ
と
よ
り
も
、
綿
々
と
受
け
継
が

れ
て
き
た
「
氏
族
」
へ
の
帰
属
意
識
の
方

が
強
く
、
独
立
後
、
特
定
氏
族
の
優
遇
や

汚
職
が
ま
ん
延
し
た
。
そ
れ
に
対
し
冷
遇

さ
れ
て
い
た
氏
族
た
ち
は
、
隣
国
エ
チ
オ

ピ
ア
と
の
領
土
紛
争
を
機
に
反
政
府
活
動

を
活
発
化
。
91
年
に
首
都
は
陥
落
し
た
が

新
た
な
政
権
を
担
え
る
勢
力
は
台
頭
せ

　
見
事
な
ス
カ
イ
ブ
ル
ー
の
空
か
ら
ギ
ラ

ギ
ラ
と
太
陽
が
照
り
つ
け
、
体
中
か
ら
汗

が
噴
き
出
し
て
き
た
。
レ
ン
ズ
越
し
に
見

え
る
の
は
、
穏
や
か
な
波
が
打
ち
寄
せ
る

イ
ン
ド
洋
。
ソ
マ
リ
ア
の
首
都
モ
ガ
デ
ィ

シ
ュ
で
最
も
人
気
が
あ
る
リ
ド
・
ビ
ー
チ

は
、
多
く
の
笑
顔
で
溢
れ
て
い
た
。
水
を

か
け
合
い
は
し
ゃ
ぐ
少
年
た
ち
、
デ
ー
ト

中
の
カ
ッ
プ
ル
、
新
鮮
な
シ
ー
フ
ー
ド
料

理
に
舌
鼓
を
打
つ
家
族
|
。

　
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
押
す
た
び
に
、
過
去
3

度
の
取
材
で
目
に
し
た
凄
惨
な
シ
ー
ン
が

22
年
ぶ
り
に
「
ソ
マ
リ
ア
連
邦
共
和
国
」

と
し
て
、
国
と
し
て
の
再
出
発
を
果
た
し

た
の
だ
。

　
し
か
し
、
長
年
の
内
戦
に
よ
り
受
け
た

傷
を
癒
や
す
の
は
簡
単
で
は
な
い
。
難
民

と
し
て
長
期
間
国
外
で
生
活
し
て
い
た
人

も
い
れ
ば
、
国
内
で
紛
争
に
耐
え
続
け
て

動き出した時 間

武装車両に取り付けられた対空砲を操る有力氏族の少年民兵

銃弾と砲弾で蜂の巣になった首都モガディシュ中心部の民家

1万3,000人が暮らす南部のジョハール避難民キャンプの夕暮れ

モガディシュの旧ソマリア中央銀行の屋上から望む海岸沿いのクルバホテル。内戦前は国内最高級ホテルだった

Somalia
［ソマリア］

写真・文＝下村靖樹（ジャーナリスト）

地球ギャラリー vol.66

い
た
人
も
い
る
。
国
の
機
能
の
ほ
ぼ
全
て

が
集
中
す
る
首
都
と
、
基
盤
が
脆
弱
な
地

方
と
の
格
差
は
、
今
後
深
刻
な
問
題
に
な

っ
て
く
る
だ
ろ
う
。

　
日
が
傾
き
始
め
た
こ
ろ
、風
が
強
く
な
っ

て
き
た
イ
ン
ド
洋
を
背
景
に
、
慣
れ
な
い

手
つ
き
で
カ
メ
ラ
を
構
え
る
父
親
と
、
母

モガディシュ沖を航行する船舶を海賊から守るためパトロールに出る兵士

政府軍兵士として戦う17歳（当時）の少年。生まれてから一度も、戦争のない世界を経験し
たことがない

干ばつによる飢餓から逃れ、避難民キャンプで暮らす子どもたち

親
に
寄
り
添
い
、
少
し
照
れ
な
が
ら
ポ
ー

ズ
を
取
る
子
ど
も
た
ち
の
姿
が
あ
っ
た
。

　
日
本
に
い
る
我
々
に
は
想
像
で
き
な
い

苦
し
い
生
活
を
耐
え
続
け
て
き
た
人
々
。

彼
ら
こ
そ
が
、
そ
ん
な
あ
り
ふ
れ
た
日
常

の
光
景
を
、
こ
の
国
全
体
に
広
げ
ら
れ
る

と
信
じ
た
い
。

地球ギャラリー vol.66

地球ギャラリー vol.66

栄養失調の検査を受ける子ど
も。世界保健機関（WHO）の
指針では、二の腕の外周が
115ミリ以下は深刻な栄養失
調とされている

洪水で水没した幹線道路
の状況を確認する兵士たち

サッカーに興じる子ども
たち。2002年の初訪問
時にも、この空き地では
同じ光景が見られた

急速に整備された携帯電話回線。
データ通信も高速化し、スマートフォ
ンが爆発的に普及している

イタリアの影響力が特に強かった
ジョハール地域では、今も主食は
パスタ。避難民キャンプでもパスタ
マシーンは必須だ

撮影：2002年、2010年、2011年

取材協力：African Union Mission in Somalia
撮影：2013年
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れ
な
い

手
つ
き
で
カ
メ
ラ
を
構
え
る
父
親
と
、
母

モガディシュ沖を航行する船舶を海賊から守るためパトロールに出る兵士

政府軍兵士として戦う17歳（当時）の少年。生まれてから一度も、戦争のない世界を経験し
たことがない

干ばつによる飢餓から逃れ、避難民キャンプで暮らす子どもたち

親
に
寄
り
添
い
、
少
し
照
れ
な
が
ら
ポ
ー

ズ
を
取
る
子
ど
も
た
ち
の
姿
が
あ
っ
た
。

　
日
本
に
い
る
我
々
に
は
想
像
で
き
な
い

苦
し
い
生
活
を
耐
え
続
け
て
き
た
人
々
。

彼
ら
こ
そ
が
、
そ
ん
な
あ
り
ふ
れ
た
日
常

の
光
景
を
、
こ
の
国
全
体
に
広
げ
ら
れ
る

と
信
じ
た
い
。
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地球ギャラリー vol.66

栄養失調の検査を受ける子ど
も。世界保健機関（WHO）の
指針では、二の腕の外周が
115ミリ以下は深刻な栄養失
調とされている

洪水で水没した幹線道路
の状況を確認する兵士たち

サッカーに興じる子ども
たち。2002年の初訪問
時にも、この空き地では
同じ光景が見られた

急速に整備された携帯電話回線。
データ通信も高速化し、スマートフォ
ンが爆発的に普及している

イタリアの影響力が特に強かった
ジョハール地域では、今も主食は
パスタ。避難民キャンプでもパスタ
マシーンは必須だ

撮影：2002年、2010年、2011年

取材協力：African Union Mission in Somalia
撮影：2013年



Fashion
カラフルなスカーフをまとったソマリアの女性たち （撮影：瀧野恵太）

ヘナペイント

女性のおしゃれといえば 　ソマリアに暮らす人々のほとんどがイスラム教
徒。戒律上、女性が肌を露出することは禁じられて
おり、スカーフをかぶって髪を隠し、ゆったりとした
服で全身を覆っている。しかしそれでも、服装には
それぞれの個性が見られ、スカーフはピンク、赤、
青、黄と色鮮やか。世界のどこでも、女性はおしゃ
れが大好きなのだ。
　中東やインドなどでよく見られるヘナペイントも、
ソマリアの女性にとっておしゃれの一つとして人
気。ヘナという植物をペーストにしたものを使い、
熟練の絵師が下書きなしに手や足に細かな模様を
描いていく。20分ほど放置して色をなじませ、ドラ
イヤーを使うなどして十分に乾かしたら、後は洗い
流すだけ。2週間から長ければ1カ月は美しい模様
を楽しむことができる。
　このヘナペイントは、実はそもそも“おまじない”
のために使われてきたもの。ヘナには神の恩恵が宿
っているため願いをかなえてくれると伝えられてき
たからだ。今でも安産祈願を込めて、「元気な子ど
もが産まれてくるように」と、妊婦のおなかに模様
を描くこともあるそうだ。

ソマリアの文化を
知ろう！

取材協力：日本ソマリア青年機構

サラダート

ソマリア料理といえば
ラクダのミートソースパスタ

茶色いヘナのペーストで模様を描き…

乾燥させてからペーストを洗い流すと、
肌に模様が残る

【RE C I P E】

して重宝されてきた。そして、味の
決め手はスパイス。クミンやカルダ
モンなど多種多様なスパイスを混
ぜた調味料「ハワシュ」は家庭料理
に欠かせない。
　ソマリアでは、この「サラダート」
を食べる時にフォークではなく手を
使うのが一般的。手首をくるくると
回しながら器用に指に巻いて食べ
るという。そして、主要な輸出品と
して栽培されているバナナをちぎっ
て一緒に食べるのがソマリア流。甘
みが増しておいしいとか。

●材料（4人前）
タマネギ1個／ピーマン2分の1個／ニンニ
ク4片／オリーブオイル2分の1カップ／牛ひ
き肉900g／トマト缶2個／トマトペースト大
さじ2／ハワシュ※大さじ1／砂糖大さじ1／
コリアンダー（みじん切り）少々／黒コショウ
小さじ1／パスタ400g

タマネギ、ピーマン、ニンニクをミキサーにかけてペースト状にする。
鍋にオリーブオイルを入れて中～強火にかけ、❶を加えて2分炒め
る。牛ひき肉を加え、ふたをして10分煮詰める。
水分がなくなってきたら、トマト缶とトマトペースト、ハワシュを加え
てよくかき混ぜ、さらに砂糖を加えたら、ふたをして中弱火で45分煮
込む。
油が表面に浮かび始めたらコリアンダーと黒コショウで味を調え、
ゆでたパスタと絡めたら出来上がり。

※ハワシュを作ろう！
材料：クミン（粒）小さじ3／黒コショウ（粒）
小さじ2／カルダモン（粒）小さじ1／ターメ
リック（パウダー）小さじ1／サフラン3本／ク
ローブ（粒）2個
作り方：粒のスパイスは香りが立って表面に
焼き色がつくまで軽く炒り、冷まして細かくパ
ウダー状に砕く。材料を全て混ぜ合わせれば
完成。

❶
❷

❸

❹
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